












構成玩具、特にブロックはレゴの躍進ばかりが目についてしまい、後発は失敗例ばかりが目立つために各社

とも切り込めない禁猟区になっている感がある。

しかし本資料に示したように改めて分析を試みると、そこに成功の法則と、それに乗れなかった失敗の構造

が明確に見えてくる。

この成功の法則にしっかりと乗れるように商品計画を立てれば、まず大崩れはしないであろう。

お盆帰省と年末帰省にきっちりとピークを作れれば、安定した売上げを確保できる商品に構成玩具はなれる。

消費者が既存の『おもしろい仕掛け』重視の開発法で設計された玩具から自然に離れゆく今、確保すべきは

驚異の新アイディア商品投入に資金投入する事は大きいリスクがある。

それに比して構成玩具開発は極めて安全安定性のある投資である。

そこには派手なキャンペーンや、高い版権料を必要とするキャラクター獲得は不要であり、ただひたすら大事な

孫のためになら出費をいとわないおじいちゃん・おばあちゃん層の信頼を得るための工夫だけに真摯な設計

があれば良いだけである。

きっちりと設計した商品を計画通りに発信する、見通しの良い構成玩具企画。

これこそが安定維持方針のタカラトミーらしい商法だと言える。

バンダイには真似できない強みである。
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